
身の回りに起きた出来事など、
楽しい情報をお寄せください。
●役場企画財政課（☎611-2724）

※広報紙に掲載した写真を提供し
ています。希望する方は企画財政
課へ問い合わせください。

　
地
元
学
び
塾
（
き
ゅ
う
り
編
）
を
８
月

20
日
、
町
内
の
キ
ュ
ウ
リ
畑
な
ど
で
行
い

ま
し
た
。
町
民
22
人
が
参
加
し
、
農
作
業

の
楽
し
さ
や
農
家
の
仕
事
な
ど
へ
関
心
を

深
め
ま
し
た
。

　
室
岡
の
農
家
・
村
松
孝
美
さ
ん
、
美
穂

さ
ん
夫
妻
を
講
師
に
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
栽
培
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
村
松

さ
ん
が
実
際
に
キ
ュ
ウ
リ
を
育
て
て
い
る

畑
へ
移
動
。
収
穫
体
験
で
は
ア
ー
チ
状
に

伸
び
る
畑
を
探
し
回
り
、
食
べ
頃
の
キ
ュ

ウ
リ
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
髙
橋
陽
向
君（
煙
山
小
３
年
）

は
「
収
穫
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し

か
っ
た
。
キ
ュ
ウ
リ
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
付

け
て
食
べ
る
の
が
好
き
」と
話
し
ま
し
た
。

古
里
の
良
さ
に
関
心
深
め
て

地
元
学
び
塾
（
き
ゅ
う
り
編
）
開
催 キュウリ畑で収穫体験をする参加者

キュウリを頬張り、採れたてのおいしさを楽しむ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種　
協
力
機
関
へ
感
謝
状
贈
呈

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
尽
力
し
た
関
係
機
関
へ
９
月
、高
橋

町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。贈
呈
先
は
次
の
と
お
り
。▼
①
岩
手
医
科
大

学（
右
か
ら
小
笠
原
邦
昭
病
院
長
、小
川
彰
理
事
長
、祖
父
江
憲
治
学
長
）..

②
紫

波
郡
医
師
会（
木
村
宗
孝
会
長
）..

③
岩
手
ダ
イ
ハ
ツ
販
売（
大
原
博
之
社
長
）

　
わ
た
し
の
主
張
紫
波
地
区
大

会
は
９
月
１
日
、町
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。矢
巾
町
と
紫

波
町
の
中
学
生
３
人
ず
つ
計
６

人
が
、日
頃
の
学
校
生
活
な
ど

で
経
験
し
た
こ
と
な
ど
、思
い

の
た
け
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

阿
部
大
雅
さ
ん（
矢
巾
北
中

３
年
）が「
打
っ
て
反
省
、打
た

れ
て
感
謝
」と
し
て
剣
道
部
で

の
経
験
を
延
べ
、最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
の
主
張
・
紫
波
地
区

阿
部
さ
ん
が
最
優
秀
賞

協
定
締
結
の
状
況
、企
業
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
民
間
複
業
人
材
の
活
用
に
関
す
る
実
証
実
験
の
一
環
で
、

町
広
報
広
聴
計
画
の
改
善
へ
、民
間
有
識
者
と
の
協
働
に
よ

り
取
り
組
み
ま
す
。【
写
真・
左
か
ら
】協
定
書
を
持
つ
ア
ナ
ザ
ー

ワ
ー
ク
ス
の
大
林
尚
朝
社
長
、高
橋
町
長

広
聴
広
報
事
業
の
充
実
へ

ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ク
ス
と
連
携
協
定
締
結

　
私
募
債
発
行
に
よ
り
調
達
し
た
資
金
の
一
部
を
町
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。【
写
真・左
か
ら
】岩
手
銀

行
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店
の
櫻
野
智
道
支
店
長
と
サ
ン
ク
ス・エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
伊
五
澤
泰
彬
会
長
、高
橋
町
長

い
わ
ぎ
ん
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
を
活
用

サ
ン
ク
ス
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
か
ら
寄
付

　
大
規
模
災
害
で
損
壊
し
た
建
物
な
ど
か
ら
石
綿（
ア
ス
ベ

ス
ト
）が
飛
散
す
る
こ
と
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、災
害
時
の
迅
速
か
つ
確
実
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

【
写
真・左
か
ら
】協
定
書
を
持
つ
小
山
克
也
社
長
と
高
橋
町
長

大
東
環
境
科
学
と
協
定
締
結

災
害
時
に
お
け
る
石
綿
測
定
調
査

　
本
町
に
対
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
第
２
号
。家
族

全
員
が
健
康
で
笑
顔
が
た
え
な
い
笑
顔
づ
く
り
事
業
の
た

め
、有
効
に
活
用
し
ま
す
。【
写
真・左
か
ら
】企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
い
、生
内
一
晶
社
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
る
高
橋
町
長

東
北
タ
ー
ボ
工
業
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

町
施
策
に
有
効
活
用

町
が
締
結
し
た
協
定
な
ど
を
紹
介
【
７
～
８
月
】

町公民館で行われた
わたしの主張紫波地区大会

　

町
は
、
９
月
18
日
に「
第
２
回

町
俳
句
大
会
～
故
小
原
啄
葉
氏

生
誕
の
地
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
応
募
総
数
は
町
内
外
87
人
か

ら
２
５
７
句（
す
べ
て
事
前
）。
大

会
賞
は
村
井
康
典
さ
ん（
盛
岡
市
）

の「
海
鼠
食
ふ
男
お
そ
ら
く
聞
き

上
手
」
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
の
俳
壇
発
展

に
貢
献
し
た
名
誉
町
民
・
小
原
啄

葉
氏（
１
９
２
１
～
２
０
２
０
）

の
顕
彰
事
業
で
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
大
会
に
は
入
選
作
品

の
応
募
者
の
う
ち
５
人
が
参
加

し
、
高
橋
町
長
か
ら
各
受
賞
者
に

賞
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
町
俳
句
大
会
で
入
選
し
た
作
品

の
展
示
会
を
町
内
２
施
設
で
実
施

し
ま
す
。
各
施
設
を
ご
利
用
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
問

い
合
わ
せ
は
役
場
文
化
ス
ポ
ー
ツ

課（
☎
６
１
１-

２
８
５
２
）
へ
。

▼
町
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

９
月
27
日
㈫
～
10
月
16
日
㈰

▼
や
は
ぱ
ー
く
１
階

10
月
24
日
㈪
～
11
月
３
日
㈭

町
俳
句
大
会
を
開
催

大
会
賞
に
村
井
康
典
さ
ん

町俳句大会の受賞者（左から）村井康典さん、熊谷房子さん、
佐藤明彦さん、大平スイさん、兼平玲子さん

▼大会賞  
村井..康典
▼特別賞
熊谷..房子
佐藤..明彦
大平..スイ
兼平..玲子
▼選者特選  
工藤..幸子
堀ノ内..和夫
三縄..美和子
斎藤..正道
小山..尚宏

受賞者と作品（敬称略）

海鼠食ふ男おそらく聞き上手

忘れ得ぬ握手のぬくみ啄葉忌
句の話酒の肴に啄葉忌
盆の月山に預けし父母の墓
零歳と百歳のゐて夏座敷

不束な娘ですがと水羊羹
どんど焼き村中の人取り囲む
秋澄むやぐんと近づく南昌山
一言居士抜けて和らぐ焚火の輪
反抗も反発も無く竹婦人

（盛岡市）

（宮城県）

（盛岡市）

（矢巾町）

（盛岡市）

（盛岡市）

（奈良県）

（紫波町）

（福島県）

（一関市）

①

②

③
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